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2 ) A TLA (A TL-cell-associated antigen)の検出:
末梢血単核球を interleukin-2存在下に短期培養し，
ATLAの発現を間接蛍光抗体法により調べた。

















平均1.8%に対し有意に高率であった (p<0.01)0 82 
縦国 三郎(熊本県)昭和27年 1月16日生 | 年， 84年の調査でも同じ結果を得た。
授与年月日 平成 2年 3月31日 3) HTLV-I provial DNAの検索
主論文 ヒト T細胞白血病ウイルス I型(Human 86年の調査で53例を調べ， 19例 (35.8%)にpolyclo-
T -Cell Leukemia Virus Type 1 nal integration， 2例 (3.8%)にmonoclonalintegra-
HTLV-1)キャリアの追跡調査 tionを認めた。 monoclonalintegrationの 2例は84年
論文内容の要旨 | の調査でも既に monoclonalintegrationを呈し， i異
緒言 | 常」リンパ球は 6→6→10%，11→7→5%と高率に
成人T細胞白血病 (adultT cellleukemia : ATL) 推移していた。
の病因ウィルスとして，ヒト T細胞白血病ウィルス provinalDNA検出の可否により「異常」リンパ球
型 (humanT cellleukemia virus type 1 : HTL V - の比率をみると， provinal band (+)の群では 2'"'-'2 
1)が発見され，多大な知見の集積をみた。 I%，平均5.7%となり，同(一)の群の 0'"'-'4%，平均
ATL多発地帯は HTLV-Iの高浸淫地方でもあり， I 1.5%より高率で有意差を認めた (p<0.01)0 HTLV 
その地域の健康成人の約10%が HTLV-1キャリア - 1 provinal DNAの検出と ATLA誘導の関係をみ
である。 ATLはこのキャリア群から発症しており，そ | ると， ATLA(+)のものでは provirusは21例中15例
の比率は年間0.05'"'-'0.1%と試算されている。 (71.4%)で検出され， ATLA (ー}での19.4%(31 
ATLの発症機序を解明する上で， HTLV-1キャ | 例中 6例)より有意に高率であった (p<0.001)。
リアの追跡調査は有意義なものと考え， HTLV-1 考察および結語
endemic areaである長崎地方の成人キャリアの追跡 HTLV-Iキャリアには末梢血中に ATL細胞様の
調査を実施した。 I異常リンパ球が出現することがある。核に変形を有す
対象及び方法 | るものを「異常」リンパ球として，その全リンパ球に
長崎在住の HTLV-1抗体陽性者68名(男20名，女 | 対する比率を求めた。
48名，年齢41'"'-'82歳，平均56.9歳)を， 1982， 84， 86 I HTL V -，-1キャリアと非キャリアにおける「異常J
年の 3回にわたって調査した。 I リンパ球の出現率を比較すると，キャリアにおいて有
1)末梢血リンパ球の形態学的観察:核に変形(鋭角 | 意に高率であることは82年の調査時に確認した。
な切れ込み，クルミ殻状変形，分葉，核クロマチンの I HTLVー Iキャリアにおいて， ATLAの誘導の可否
濃染等)を有する「異常」リンパ球の全リンパ球に対 | により「異常」リンパ球の出現率を比較すると 3回
する比率を求めた。 Iの調査とも， ATLA (+)の群で有意に高率であった。















































1982， 84， 86年の 3回にわたり，末梢血リンパ球の形
態学的観察，末梢血単核細胞を用いての ATLA
(HTLV-1抗原)の検出、および細胞 DNAを用い
てサザン法による proviralDNAとり込みの検出を行
った。その結果，異常リンパ球がキャリアにも出現し，
ATLA陽性群に陰性群に比べ出現率が高かった。
proviral DN Aは35.8%にpolyclonalな取込みがみ
られ， 2例では monoclonalな組込みが認められた。文，
プロウィルスのバンド陽性群が異常リンパ球の出現率
が陰性のものより高く，又 ATLA(十)のものの71.4
%にバンドが検出された。 monoclonalな取込みがみ
られた 2例は preATLの状態にあると考えられた。
これらの研究成果は HTLV-1と異常リンパ球の
出現と抗原発現，さらに DNAに組込まれたプロウィ
ルスの関係をキャリアの中でみたものであり，これら
の経時的変化も観察している。現在 HTLV-1成染後
のATL発症への機序は不明な点が多く，今後の研究
に有益な資料となるものである。
医学研究委員会は審査委員の報告に基づき，これを
討論に付して審議した結果，本論文は医学とくに血液
学の臨床に貢献する所大であり，学位に値するものと
して合格と判定した。
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